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３月１６日以降、新大阪駅～引き上げ線の運転区間がＡＴＣ自動による運転と

なりました。しかし、私たちの調査によると列車が所定停止位置に停止するため

の減速するタイミングが取りづらいとの多くの運転士の意見があります。

現場の管理者は周りにある環境の目印を各自で決めるような指導をしています

が、夜間や天候によって見づらくなることはちょっと考えれば誰でも分かること

です。

私たちは、減速するタイミングが分かる「ブレーキポイント」の表示板の設置

を求めています。より安全に運転できる職場環境は本来、会社が現場の乗務員の

声を聞いて改善するべき事ではないでしょうか。

会社が進める効率化の中で、より安全に働きやすい環境を求めて
います。乗務員の皆さんの声を聞かせて下さい！


